
まえがき＝1997年末の気候変動枠組条約第3回締約国会
議（COP3）以降，省エネ法の改正により，第一種エネ
ルギ管理指定工場および第二種エネルギ管理指定工場に
対する管理・監視が強化されてきた。
　これらの指定工場では，空気圧縮機が数多く使用され
ており，省エネルギ化を推し進めるうえで，圧縮機の消
費するエネルギは，無視できないレベルにある

ビン内で蒸気が凝縮し，回収動力の低下とともに，回転体
やノズルでのエロージョンも懸念される。このため，スチ
ームタービン出口の蒸気厭
稼働実績を上げてきた。
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recovers excess or waste steam in factories using a high-efficiency radial turbine directly connected to a 



1．2　本研究で提案したシステム

　図 3に本研究で提案したシステムを示す。本システム
は，現行のエコセントリのスチームタービン直前に余剰
蒸気を過熱する蒸気過熱器を組合わせたシステム構成と
なっている。
　本システムの導入により，現行のエコセントリでは利
用できなかった条件の余剰蒸気からも動力を回収するこ
とが可能になる。また，既にエコセントリが導入されて

いる場合でも，蒸気過熱器を取付けることで，スチーム
タービンからの回収動力量を大幅に増大させ，蒸気のエ
ネルギを最大限に回収しえる。
1．3　従来機（エコセントリ）の特徴

　図4にエコセントリの全体図を示す。エコセントリは，












